
松浦川水系河川整備計画（案）の策定
に係るご意見について

資料－２

平成２０年３月

武 雄 河 川 事 務 所



１．意見集約結果

　１）概要

　　平成１８年４月２４日に国土交通大臣により「松浦川水系河川整備基本方針」が

　策定され、これを受けて九州地方整備局では「松浦川水系河川整備計画」の策定に

　向け鋭意作業を実施しています。

　　策定にあたって、平成１９年１１月５日に「松浦川水系河川整備計画（原案）」を

　公表し、流域住民の方々のご意見を伺うために、住民意見交換会、はがき、意見箱、

　インターネットによる手法を用いて皆様方から数多くの貴重なご意見を伺いました。

　２）意見総数

　　　　　２５２件

　　　　　　　住民意見交換会：７６件
　　　　　　　アンケート等　：１７６件
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【住民意見の聴取】
●住民意見交換会（４会場）
　　　H19.11.27～H19.12.6
　　　唐津市民会館大会議室
　　　伊万里市大川公民館講堂
　　　相知交流文化センター研修室
　　　北波多公民館大ホール

●意見募集等　
　　　・アンケート（意見箱１９箇所設置）
　　　・はがき（概要版に添付し約1,700部配布）

　　　・事務所ＨＰ
　　　・住民意見交換会への参加呼びかけ
　　　　（ビラ配布、ケーブルテレビ放映等）

【住民意見の聴取】
●住民意見交換会（４会場）
　　　H19.11.27～H19.12.6
　　　唐津市民会館大会議室
　　　伊万里市大川公民館講堂
　　　相知交流文化センター研修室
　　　北波多公民館大ホール

●意見募集等　
　　　・アンケート（意見箱１９箇所設置）
　　　・はがき（概要版に添付し約1,700部配布）

　　　・事務所ＨＰ
　　　・住民意見交換会への参加呼びかけ
　　　　（ビラ配布、ケーブルテレビ放映等）

２．松浦川水系河川整備計画策定までのスケジュール

河川管理者
（九州地方整備局）

河川管理者
（九州地方整備局）

【学識経験者の意見聴取】

●松浦川学識者懇談会
荒木　宏之　（環境工学），有馬　進（作物生態生理学），

碇　宏八郎（教育），内川　和美（漁業），

加藤　治（水環境工学），高瀬哲郎（郷土史・歴史構造物），

田島　正敏（佐賀の魚類），東　和敬（陸上昆虫類等），

三浦哲彦（地盤工学），森　猛美（地域活動），

吉田　喜美明（自然環境），渡辺訓甫（応用水理学）

　　　　　　　　　　　　　　　第１回懇談会：Ｈ１９．１１．５

　　　　　　　　　　　　　　　第２回懇談会：Ｈ２０．３．５

【学識経験者の意見聴取】

●松浦川学識者懇談会
荒木　宏之　（環境工学），有馬　進（作物生態生理学），

碇　宏八郎（教育），内川　和美（漁業），

加藤　治（水環境工学），高瀬哲郎（郷土史・歴史構造物），

田島　正敏（佐賀の魚類），東　和敬（陸上昆虫類等），

三浦哲彦（地盤工学），森　猛美（地域活動），

吉田　喜美明（自然環境），渡辺訓甫（応用水理学）

　　　　　　　　　　　　　　　第１回懇談会：Ｈ１９．１１．５

　　　　　　　　　　　　　　　第２回懇談会：Ｈ２０．３．５

佐賀県知事佐賀県知事

松浦川水系河川整備計画（原案）松浦川水系河川整備計画（原案）

松浦川水系河川整備計画（案）松浦川水系河川整備計画（案）

松浦川水系河川整備計画松浦川水系河川整備計画
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９

連携・協働

１９

治水

４７１７２意見数

計環境・利用利水カテゴリー

・流域全体を視野（水系一貫した整備）に入れた川づくりが求められており、
　また、そのためにも川に対して住民が関心を持つような取り組みを求める声
　が多くあがっています。特に、分かり易い情報の提供やイベントの開催など。

連携

協働

・環境面では、全川的に自然豊かな川づくりを求める声が多く、特に魚道整備
　や外来種対策を求める声があがっています。
・利用面では、自然体験や環境学習の拠点整備を求める声が多く、特に土井地
　区や大黒井堰周辺の拠点整備を求める声があがっています。
・また、川と親しむための整備として散策路、サイクリング道路の整備を求め
　る声があがっています。

環境

利用

・維持流量の確保、渇水時の農業用水の確保が求められています。利水

・全川的に安全安心の川づくりを求める声が多く、特に本川上流部や厳木川等
　の上流部において早急な治水整備を求める声があがっています。
・また、樹木伐採、土砂撤去などの適切な維持管理を求められています。

治水

以下は住民意見交換会（76意見）及び住民アンケート（176意見）による意見を
カテゴリー別に整理したものです。結果、47個の意見となりました。

３．住民意見交換会・住民アンケートによる意見集計結果
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番号 分類 意見 意見要約 対応 本文記載

洪水のないまちづくりをお願いしたい。

毎年のように水害等があり不安である。川幅の拡幅や整備等を
ちゃんとしてほしい。
まだ河川整備が出来ていない箇所を早急に。

堤防の整備を。

災害対策を今後ともよくしていただき、子供達が楽しく遊べる
川辺も作っていただきたい。
全体的に大切な構想ばかりですが災害源の追求と実施保全を。

河川の早期改修、地元要望などの迅速な対応をお願いします。

河川はそのままで堤防を堤内地につくる。

百人町の堤防工事をしてあるが、満潮の時の大雨時には水が越
えている。地球の水面上昇が言われているときに、もっと高く
して欲かった。
災害が起こらない河川の整備を早急に。毎年苦しんでいる所を
先にできないのか！役所での机上の論理ではだめ。

偏った地域、決まった地域での整備が目立つ。もっと河口部の
整備もしてほしい。

河川には美観より治水利水を目的に整備するべきである。限ら
れた予算ではそれが一番である。

城野川の河口からの流入を防ぎ、さらに、城野川の水が松浦川
にスムーズに入っていくような城野川下流域の整備をして欲し
い。
上流地区がだんだん整備されると、水の流れは速くなり、水か
さが城野川の水量よりも高くなってくると逆流という問題があ
ります。城野川本川の上流右岸の約６０メートルについて，か
さ上げを検討いただきたい。

城野川と本川との合流点の右側に、出っ張ったような小さい山
があり、平成２年のときは、それに水が当たって、逆流の原因
の一つにもなっていた。河川改修時に処理を考えていただきた
い。
松浦川の改修によって今後本川の洪水時の水位が高くなり支川
の流入が困難になって逆流し、特に宿地区の輪中堤外の住宅の
浸水（家屋）の発生が憂慮される。

治水

治水

1

2

水害のない安全・安心な
河川整備を（未整備地区
を早急に整備）。

大川野地区の整備については、城野川合流点下流側から掘削を行
い、城野川合流点付近の本川水位を下げ、城野川へ浸入する水を
減らし、家屋浸水を防止します。そのため、築堤は実施していな
いこととしています。また、輪中堤の嵩上げを行うことで輪中堤
内の家屋浸水被害を無くします。
具体的には、計画案「p99-103　4.2.1　洪水対策に関する整備」
に記載しています。

松浦川において戦後最大の被害をもたらした昭和28年6月洪水を目
標とした河川整備の実施には膨大な費用と年数を要することか
ら、本計画では昭和28年6月洪水に次ぐ規模であり、かつ近年に発
生した平成2年7月洪水に相当する洪水を目標とし、河道掘削、築
堤及び堤防の嵩上げ・拡幅、橋梁の架け替え、堰の改築等を概ね
30年間で実施することとします。しかし、すべての洪水を川の中
で流すことは、莫大な費用、時間を要することから、まずは家屋
を守ることを念頭に整備を進め、目標とする流量を安全（家屋浸
水を防止する）に流下させることができない地域を優先に河道掘
削等により洪水時の水位低下を図り、安全・安心の川づくりに努
めます。洪水対策の具体的メニューについては、計画案「p92
3.4.1　洪水対策」、「p96　4.1.1洪水による災害の発生の防止又
は軽減」および「p99　4.2.1　洪水対策に関する整備」に記載し
ています。

Ｐ９９－
Ｐ１０３

Ｐ９２
Ｐ９６
Ｐ９９

本川上流大川野地区の浸
水解消のため、城野川合
流点の築堤整備を。
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番号 分類 意見 意見要約 対応 本文記載

川西橋下流に水門が出来ると聞いていたがどのようになるの
か。現在、築堤が切れており平成２年の水害のときは浸水被害
が生じたので，是非検討していただきたい。

桃川上流の右岸側に堤防が出来ていないところがあるが、洪水
対策はどのように考えているのか。

松葉橋の撤去について、どのような形で撤去されるのか具体的
に教えて欲しい。生活道路となっており撤去しないで欲しい。

松葉橋（もぐり橋）は、川になじんで遊ぶこともでき、また、
大物のイダという魚の捕り場にもなっている。どういう改修を
するのか。
松葉橋の撤去の問題ですが、地域の住民と話し合いの上整備し
てもらいたい。

5 治水 桃川橋や桃川新橋、ＪＲ鉄橋なども拡幅ということになるの
か。川の拡幅工事によって川幅が広くなって、橋は現状のまま
だと、はき切れるだろうかという心配はしている。

本川上流桃川地区の河道
掘削にあたり、上松浦鉄
道橋及び桃川新橋の改築
計画がないが、安全に洪
水を流せるのか。

上松浦鉄道橋および桃の川新橋地点においては、河道掘削により
河道内水位が低下し、流下能力が向上するため、家屋浸水を防止
することが可能です。なお、両地点においても、整備計画目標流
量の河道内流下が可能となることを確認しています。
具体的な上松浦鉄道橋及び桃の川新橋付近の河川整備について
は、付近の河川整備については、計画案「p99-103　4.2.1　洪水
対策に関する整備」に記載しています。

Ｐ９９－
Ｐ１０３

土井地区において、昨年の洪水及び今年の6月か7月の大雨の際
に床下浸水が２軒あったため、旧川部の環境整備の際に堤防整
備をしてもらえないか。

今の旧川部は河川としての機能を有していないのであれば、堤
防整備し松浦川沿いの堤防をふさいでしまった方が、洪水のと
きに土砂が入り込まず良いのではないか。

平成18年9月には旧川部に水が流れ，徳須恵川筋からも流入し
て，床下浸水が発生した。環境整備については反対ではない
が，必要な施設、堤防のかさ上げとか、安全・安心をキーワー
ドとした整備、いわゆる河川としての役割も果たしていくよう
な整備をお願いしたい。

治水

治水

治水6

3

4 治水上支障があることから河道掘削に伴い撤去することとしま
す。ただし、日常生活に支障をきたす場合や親水が困難になるな
どの問題に対しては、地域との合意形成を図りながら整備を実施
するよう考えております。このことから、計画案「p99　4.2.1
洪水対策に関する整備」に既設構造物の撤去等にあたっては、従
前の機能を踏まえつつ、地域住民との合意形成を図りながら整備
を実施することを追加記載いたしました。

Ｐ９９
Ｐ１０１－
Ｐ１０２

本川上流の川西地区右岸、桃川地区右岸についても、河道掘削を
主体とした整備により、川幅を拡幅し、洪水時の水位を低下さ
せ、家屋浸水を防止することとしています。そのため、築堤は実
施しないこととしています。
具体的には、計画案「p99-103　4.2.1　洪水対策に関する整備」
に記載しています。

本川上流川西地区右岸、
桃川地区右岸の堤防整備
を。

Ｐ９９－
Ｐ１０３

Ｐ９９本川上流川西地区の河道
掘削にあたり、松葉橋を
残せないか。

徳須恵川合流付近土井地
区の旧川部の治水整備を
してほしい。

地域の方々からの聞き取りと合わせて現地を確認し、家屋敷高な
ど必要なデータを実測した結果、平成2年７月出水、平成18年9月
出水においても、家屋浸水被害が発生しており、HWLより低い位置
に家屋があることより、堤防高が不足する箇所からの浸水による
家屋浸水の発生が懸念されることから、松浦川の旧河道部分に築
堤を実施する旨追加記載しました。
具体的には、計画案「p99、101-102　4.2.1　洪水対策に関する整
備」に記載しています。
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番号 分類 意見 意見要約 対応 本文記載

7 治水 石志地区の揚水場を設置されているところが、３０メートルほ
どにわたって、堤防が昔の堤防のままに残されており、昨年の
洪水の際には越水寸前まで達し非常に危険な状態であったた
め、当該地区の整備をして欲しい。

徳須恵川石志地区の治水
整備をしてほしい。

HWLより低い位置に家屋があり、堤防高が不足する箇所からの浸水
による家屋浸水の発生が懸念されることから築堤を実施すること
としています。具体的には、計画案「p99、104-105　4.2.1　洪水
対策に関する整備」に記載しています。

Ｐ９９
Ｐ１０４－
Ｐ１０５

8 治水 徳須恵～行合野間の河道掘削を行って、水害のない川づくりを
してほしい。

徳須恵川徳須恵地区～行
合野地区の河道掘削を
行ってほしい。

HWLより低い位置に家屋があり、堤防高が不足する箇所からの浸水
による家屋浸水の発生が懸念されることから築堤、河道掘削を実
施することとしています。
具体的には、計画案「p99、104-105　4.2.1　洪水対策に関する整
備」に記載しています。

Ｐ９９
Ｐ１０４－
Ｐ１０５

横枕堰上流右岸の堤防は低い。堰が改築され、解消されている
ようだが、右岸と左岸の堤防高が低いのはおかしい。

横枕井堰上流から田頭地区下流部の中間の堤防工事を早急に
やっていただきたい。

厳木川の河川改修、特に湯屋地区の改良早めに、田頭橋の架け
替えを早めにお願いします。

横枕地区の堤防はでき、今、田頭地区を工事しているようだ
が、湯屋地区の工事はされるのか。できなければ理由は何か。

横枕－岩屋間の道路が離合できないくらい狭い。土木事務所と
連携して対応して欲しい。

厳木川右岸湯屋地区の堤防（県道）が一部幅が狭いため大雨の
時決壊の不安があり安心して通行できない。田んぼ道も堤防の
決壊を想像するとこわくて通れない。不安を解消してほしい。

湯屋下地区の県道は通学路にもなっていますが、車道・歩道の
区別がなく安心して歩けない。県道整備のためにも河川の整備
計画を立てて下さい。

治水9 厳木川湯屋地区の治水整
備をしてほしい。

Ｐ９２
Ｐ９６

HWLより高い位置に家屋があり、堤防高が不足する箇所からの浸水
による家屋浸水の発生が懸念されないことから築堤を実施しない
こととしています。具体的な考え方については、計画案「p92
3.4.1　洪水対策」、「p96　4.1.1洪水による災害の発生の防止又
は軽減」に記載しています。
なお、隣接県道と連携した整備要望については、引き続き県・市
と連携し対応します。
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番号 分類 意見 意見要約 対応 本文記載

9/16洪水では国道203号が冠水し一時不通となり，一時的に佐賀
－唐津の行き来ができなかった。これを解消するために中流域
の河道掘削（田頭橋上流）や用地買収をしていただいている
が，JR橋架け替え、道路橋の架け替え、岩屋橋までの河道拡幅
を早くしていただきたい。

国道２０３号本山小校区地域の水害対策を早急に改善して欲し
い

厳木川の厳木町と相知町の部分の河川改修を早期にしてほし
い。

現、相知町（田頭・長部田附近）まで、河川整備（改修）が進
められているが、その上流の厳木附近まで早期改修に努力して
下さい。（魚が住める工法で土手は河川を眺めて散策可能に
…）
水流の勢い、方向は同じではないので川の蛇行、傾斜に応じた
河川堤防をつくるべき。渕、堆積土砂のできかたに応じた対策
が必要。

当地区はハザードマップに示されている様に最大危険地帯で
す。早急に松浦川右岸の城樋内～上久里橋に至る護岸の強化対
策を要望します。

7/200右岸堤防は水衝部であり、ここが破堤しないか心配であ
る。堤防の補強をしてほしい。

救急排水機場の設置を。（夕日川）に下双水地区に養護施設が
あります。大雨が降ると水没する事が想定される。

左岸の川西地区について内水の水が溜まり松浦川にはけない。
ポンプを据えるなどの災害の対策の計画はないのか。

治水

治水

治水

10

11

12

堤防、護岸を補強し、安
全性を確保してほしい。

内水対策をして欲しい。

Ｐ９９
Ｐ１０６－
Ｐ１０７

堤防は、度重なる洪水経験に基づいて、築造・補修が行われてき
ており、堤防や地盤の構造がさまざまな不確実性を有している部
分もあることから、安全性の点検や必要に応じた堤防強化対策の
実施の必要性について、計画案「p42　2.1.2堤防の安全性」に記
載しています。また「p45　2.1.4河川の維持管理　(2)河川管理施
設の維持管理」において、護岸の老朽化や堤防天端のクラックな
どの補修対策の必要性を記載しています。
このため、計画案では堤防の安全性の点検を行い、洪水時の浸透
に対する検討など機能の維持や安全性の確保を図っていく旨記載
しています。
具体的には、堤防の詳細な点検を実施し、堤防強化対策が必要な
箇所については、順次対策を実施します。また、護岸の老朽化や
堤防天端のクラックなども確認されていることから、災害を未然
に防止または軽減するため、河川巡視や点検時における施設被
害、機能不具合等の確認、計画的な補修、施設の更新・改築等を
行い、各施設の機能の良好な状態に維持する等効率的、効果的な
維持管理を行います。これらについて、計画案「p93　3.4.2堤防
の安全性の確保、3.4.4維持管理」、「p96　4.1.1洪水による災害
の発生の防止又は軽減」および「p108　4.2.1　洪水対策に関する
整備」に記載しています。

松浦川では、過去の洪水に鑑み４つの排水機場を建設し、また、
排水ポンプ車等災害対策用機械の派遣や被災箇所の応急復旧等に
よる洪水の拡大防止・軽減により、近年、内水による家屋浸水は
発生していないと理解しており、計画案「p43　2.1.3　内水対
策」に記載しています。
内水対策については、計画案「p93　3.4.3内水対策」、「p96
4.1.1洪水による災害の発生の防止又は軽減」および「p108
4.2.1　洪水対策に関する整備」において、過去の被害実績や浸水
特性、土地利用状況等を踏まえつつ、今後の浸水実績に応じて、
関係機関と連携して対応していく旨を記載しています。

Ｐ４２
Ｐ４５
Ｐ９３
Ｐ９６
Ｐ１０８

厳木川の河川整備は、中上流部において河道断面が不足している
ことから、河道掘削、橋梁改築により、洪水時の河川水位を低下
させ、一部築堤を実施することにより、家屋浸水を防止すること
としています。
具体的には、「p99、106-107　4.2.1　洪水対策に関する整備」に
記載しています。

Ｐ４３
Ｐ９３
Ｐ９６
Ｐ１０８

厳木川町切地区の治水整
備を早急に。

TC-KOGA
テキストボックス
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番号 分類 意見 意見要約 対応 本文記載

治水のために整備をすると水辺の生物がいなくなる。相反する
計画をどのようなバランスで整備を行っていくのか？。

河川敷、堤防の除草をしていただいているが、自然が少しなく
なっているように感じる。自然の河川状態も保全していただき
たい。工事の際には配慮していただきたい。

工事に伴い、長期間川の状況が汚い。長期間汚れていて大丈夫
か？
きじ，セッカ，オオヨシキリなどが利用している樹木や草地が
無造作に伐採されている。伐採場所や伐採時期を調整して欲し
い。
治水と環境をどのように両立されるのかがよくわかりませんで
した。
松浦川につながる小さい溝みたいな川でも大きい水門がある
が、何の役に立っているのかわからないし、何の意味があるの
か、自然を壊すばかりなのでは。そういうお金があるなら、
もっと川の掃除をしたらいいのでは。

治水

治水

13

14

計画案では、整備メニューのほとんどが河道掘削等の河道内を改
変する工事となるため、①河道掘削は平水以上で行う、②掘削法
面は緩やかにし人工構造物を設置しない、③河畔林の伐採時期を
調整する、④水害防備林としての機能に着目し必要に応じて再生
する等、河川環境に配慮した整備を行うことを計画案「p96
4.1.1洪水による災害の発生の防止又は軽減」、「p99-100　4.2.1
洪水対策に関する整備」に記載しております。
更に当該工事によって生物の生息及び繁殖等への影響が想定され
る場合は、生物への影響を極力小さくするよう努める旨を追加記
載いたしました。

Ｐ８９
Ｐ９９－
Ｐ１００

計画案では、大黒井堰や岩坂井堰など歴史的構造物を保全した整
備を行うとともに、河道整備にあたっては、計画案「p99-100
4.2.洪水対策に関する整備」に記載していますように、現在の川
底はさわらず、通常の水面よりも上の部分を掘削して川幅を増や
したり、掘削した法面をなるべく緩やかな勾配にして人工的な構
造物をつくらないようにします。また、河畔林の伐採が伴う箇所
については、魚類・鳥類等の生息環境に配慮して、伐採時期の調
整を行うなど必要な措置を講じていきます。
なお、計画案「p89　3.1河川整備の基本理念」に「歴史と文化の
継承安らぎと緑豊かな松浦川」の実現にあたっては、治水・利
水・環境の３つの項目を基軸としつつ、相互のトレードオフの関
係を総合的に調整した上で具体的な目標を設定した取り組む必要
があることから、その旨を記載しました。

Ｐ９６
Ｐ９９－
Ｐ１００

工事に伴う濁水の防止な
ど、工事実施時にも環境
に配慮してほしい。

治水と環境のバランスの
取れた川づくりをしてほ
しい。
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番号 分類 意見 意見要約 対応 本文記載

草ではなく樹木を植栽した様に木が多い。橋より高くなってい
る所もあり水の流れが悪い。早急に切ってほしい。

河川内の樹木はどうにかならないですか。橋より高い木も多く
あります。

桃川橋から萩の尾堰の入り口辺まで、川の両岸に竹がものすご
く繁殖している。洪水時にゴミが溜まることによる環境悪化や
河積阻害が懸念されると思われるため、伐採した方がいいと思
う。
堤防整備等は出来ていますが、河川地の竹の繁茂のため猪が住
みつき水田（水稲）をあらすようになりました。農業に危機感
をもっています。竹の伐採をして下さいますよう願います。

川原橋と千石橋の間の河川敷に、柳の木が相当大きくなってお
り、流下阻害になっているのではないかと思われるため、伐採
した方が良いのではないか。

合流点から約６０メートルぐらい下に樹木が堤防から川岸まで
繁茂しており流下阻害となっているのではないか。

河川の樹木が大きくなりビニール等のゴミが目立つ。

河川内の樹林等の伐採を早急にお願いしたい。意見交換会の翌
日にはパトロールされていました。お疲れ様です。

堤防除草外の河川内の竹、ヨシの除去

河川のヨシや雑木を切ってもらいたい。

河川の中にある砂州に繁茂している「ヨシ」「笹竹」の撤去が
必要である。反面、水性生物の生息に必要な環境作りにも留意
しなければならない。

河川内の樹木の伐採が必要と思う。柳の木がかなり大きくなっ
て水の流れを阻害している。

松浦川の左岸～右岸～中央付近に雑草古木などが堆積している
が取り去ることがいいのか普通なのか返答お願いします。

治水15 Ｐ１３０樹木の繁茂による河道断面の阻害については、現時点では大きな
問題は生じておりませんが、河道内については、近年、樹林化し
てきた箇所も見うけられることから、河道内樹木の繁茂状況をモ
ニタリングするとともに、計画的な伐採を行う旨を追加記載しま
した。
また、河道内に堆積した流木等についても、治水上支障が生じな
いよう撤去等を行います。
なお、樹木の伐採などを実施するにあたっては、動植物の生息・
生育環境が損なわれないように留意します。
これらについて、計画案「p130　4.3.1(2)河道の維持管理」に記
載しています。

流下阻害となっている河
川内の樹木や河岸沿いの
竹林の伐採をしてほし
い。

TC-KOGA
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番号 分類 意見 意見要約 対応 本文記載

旧川部に泥が溜まっており水が流れていないため、泥を撤去し
て欲しい。

JR唐津線、筑肥線、国道を横断する水路（ボックス）がある。
松浦川からの水が緩いため土砂で埋まり水はけも悪い。人力で
はどうにもならない整備計画の一つで取り上げてもらえない
か？

近年、堆積土砂が数カ所で見られるので撤去を行い、河川敷の
整備管理を有効的に行えば、もっと地域環境及び自然との調和
がマッチィングできるのではと思います。水害予防のために
も。

佐里下揚水ポンプ場で20町ほど導水．導水している前に中ノ島
があって、土砂が堆積して、阻害となって、導水がなかなかで
きなくて困った。（駄瀬橋上流）何とかならないのか？

河川にたまった土をとってもらいたい

最近の大雨による河川流量が増加し、氾濫するため、厳木町岩
屋橋周辺の河川内の堆積土撤去及び堤防等の整備をお願いしま
す。厳木ダム建設後河川内の堆積土撤去ができていません。

改修までの間、河川内堆積土砂の撤去を早急にしてほしい。
（厳木町厳木鶴の下流　もみの木橋下流）

相知町佐里下駄瀬揚水ポンプ場は松浦川から導水していますが
導水口の前に大きな中の島があり、今年の夏はこの中の島が障
害となり導水に苦労しました。是非この中の島の撤去を是非お
願いします。

治水16 土砂の堆積による河道断面の阻害については、現時点では顕著な
問題は生じておりませんが、洪水時には、上流域で生産された土
砂が洪水とともに流下してくるほか、河道内の河床も同時に変動
する可能性があることから、河道を適切に管理していくため、河
道形状について定期縦横断測量を継続的に実施し河川形状の把握
に努め、必要に応じて土砂を除去します。
なお、土砂の撤去などを実施するにあたっては、動植物の生息・
生育環境が損なわれないように留意します。
これらについて、計画案「p130　4.3.1(2)河道の維持管理」に記
載しています。

Ｐ１３０流下阻害となっている河
川内の土砂の撤去をして
ほしい。

TC-KOGA
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番号 分類 意見 意見要約 対応 本文記載

草は川の水際は刈っていないが、これは市のほうでやるのか。
ゴミがいっぱい捨ててある。年は３～４回は刈ってほしい。

河畔公園付近の松浦川堤防には桜の木が植栽されていますが、
春から秋にかけての除草が充分でない気がします。また、河川
敷にも花木を植えたり除草をした方が環境美化にも良いと思い
ます。
堤防上の舗装をして頂きたい

樋門の屋根及び夜間作業時の照明を

古い水門の撤去を（危険）

千々賀と畑島の堤防上の道路に橋を（以前は橋が架かってい
た）
どの項目も重要なものと感じています。堆積物が多く浅くなっ
ている所も多いようです。松浦川に流れる支流（徳須恵川等）
も同時に整備して欲しい。

日常生活の変化に伴い、整備後の施設の利活用をいかに図るか
が問題である。もっと施設の維持管理面（河川内の竹林の伐
採、堆積土砂の撤去）に力を入れて欲しい。

河川の清掃活動には毎年参加、本当にごみの山です。河川の保
全は毎年の雨で土砂がたまるので土砂撤去及び土手の樹木の伐
採が必要です。

国が管理する埋立地の使用については、借地料をとり防水など
に使うべきでは。

堤防法面に猪が出没し法面が少々崩れかかるように泥を掘って
いる。稲作に被害も出ており猪対策もしていただければ良いと
思います。
相知町佐里鶴田地区では堤防法面の泥を猪が掘っています。秋
には水田も被害を受けており堤防水田を一体とした猪対策を考
えていってはどうでしょうか。

堰はラバー堰で耐用年数が３０年になっているが、取替えのと
きは、国交省で対応できるのか．

治水

治水18

17 河川管理施設については、洪水に対して所要の機能が発揮される
よう、河川巡視や点検時に施設被害、機能不具合等の確認に努
め、計画的な補修、施設の更新・改築等を行い、各施設の機能の
良好な状態に維持します。
なお、効率的・効果的な河川の維持管理が求められることから、
維持管理については、「松浦川維持管理計画（案）」、「松浦川
維持管理実施計画（案）に基づき維持管理を行うこととし、実施
にあたっては、維持管理の状態を把握・分析を通じ、維持管理の
状態を評価し、その結果に応じて必要な措置を講じること、また
両計画がより具体的な維持管理の基準となるようその内容を適宜
充実させる旨を計画案「p129　4.3河川の維持の目的及び施工の場
所」に追加記載し、実施の内容を「p131　4.3.1(3)河川管理施設
の機能の維持」に記載しています。
なお、利水施設の維持管理は管理者が別の機関となることから、
関係機関にご意見の旨をお伝えします。

Ｐ１２９
Ｐ１３１

堤防や樋管など施設の維
持管理（点検・改良・補
修など）を継続的に行っ
て欲しい。

堤防の除草を定期的に
行って欲しい。
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番号 分類 意見 意見要約 対応 本文記載

上久里、久里地区は、今回整備メニューが載っていないが、ハ
ザードマップには最大危険地帯として表示されている。このハ
ザードマップがどういう基準で作成されているのか。

地域の環境によって掘削又築堤又自然環境に応じた河川管理・
整備事業をしていただきたいと思います。ハード面とソフト面
を使い分けてお願い致します。
川岸にいろんな施設ができてきて川幅が狭くなってきているよ
うに思います。安全性の面からいってどうなのか、それと温暖
化で、大雨が多くなるとか、水位が上がるとか言われておりま
すが、そのことも想定された上での対策がなされているのか心
配しております。
降水量の変化が大きくなっているが、山林の保水を是非取り入
れていただきたい．
S28水が1/100とのことだが、今降ったら徳須恵川、松浦川はど
のようなことになるのか。
防災関係のボランティアを国土交通省としてどのように進めて
いくのか？
防災マップについて久里地区で検討会を行いたいと思っていま
す。松浦川の河川の監視カメラは、一番近いところは、どこに
設置されていますか。
水量が少ない。もっと水量を多くする。昔懐かしの魚がいな
い。
昔川で遊んだ記憶があるが、現在は砂の粗いのがなくて泥のよ
うな川底になっていて、シジミなどが生息できない。川の流量
を増やせないか？

魚の住まない川を魚の住む川に復元。絶対水量が少ない。よっ
て、堆積土砂となり魚がいなくなる。

厳木川の水量が少なくなった。多久のほうに水をやっているの
もあるかもしれないが、農水省とタイアップして、厳木ダム湖
畔の植栽や上流のスギの間伐とかそういう計画はお持ちではな
いのか？
佐世保の渇水がニュースとなっていたが、北波多方面は何年か
に一度大きな渇水がある。後川内まで高位な所ではなく、低地
のダムとまではいかなくて、溜池を造って備えることが良いと
思う。

渇水時の流量確保、農業用水の取水ができない

利水

治水

利水

19

20

21

これまで、想定する計画規模の洪水を安全に流下させるために、
堤防やダム等の整備を進め、治水安全度を向上させてきました
が、近年、全国各地で計画規模を超える豪雨が甚大な被害を及ぼ
しており、今後、計画規模を超える洪水の発生を想定する必要が
あります。このことから、施設整備のみで災害を防ぐという対策
と合わせて、洪水が氾濫することを前提とした危機管理対策の必
要性を計画案「p47-48　2.1.5　危機管理対策」に記載していま
す。
このため、これまで実施してきた取り組みも充実を図り、さらに
広域的な支援体制の確立、地域の防災教育の推進等を支援し、平
常時からの防災意識の向上を図り、自助・共助・公助のバランス
のとれた地域防災力の構築に努めます。
これらについて、計画案「p93　3.4.5危機管理対策」、「p96
4.1.1洪水による災害の発生の防止又は軽減」および「p136-140
4.3.1(7)危機管理対策」に記載しています。
また、更に災害に強いまちづくりを積極的に支援するため、氾濫
域での土地利用のあり方等についても関係行政機関と連携した取
り組み実施する旨、計画案「p148　5.1関係機関、地域住民との連
携・協働」に追加記載しました。

計画案「p94　3.5河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持
に関する目標」、「p97　4.1.2河川の適正な利用及び流水の正常
な機能の維持」および「p110　4.2.2河川の適正な利用及び流水の
正常な機能の維持に関する整備」に河川水の利用、動植物の保
護、流水の清潔の保持等、流水の正常な機能を維持するため必要
な流量の確保に努めること、また、確保にあたっては、関係機関
との連携を図りながら、適正な水利使用の調整を行うことを記載
しています。

Ｐ４７－
Ｐ４８
Ｐ９３
Ｐ９６
Ｐ１３６－
Ｐ１４０
Ｐ１４８

Ｐ９４
Ｐ９７
Ｐ１１０

Ｐ５２－
Ｐ５３
Ｐ１１０

松浦川では、平成6年以降、大きな渇水被害は発生していません
が、近年、小雨と多雨の変動幅が増大しており、渇水が発生する
可能性が懸念されていることから、計画案「p110　4.2.2河川の適
正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する整備」には、渇水
に関する情報提供、情報伝達等の体制の整備、渇水が発生した場
合の被害軽減がはかられるよう関係機関との調整、円滑な水利使
用の調整が円滑に行えるようにすること、また、渇水時の河川環
境の保全と取水の安定化等のため、水量・水質の監視を行うとと
ともに、厳木ダム等の総合運用による補給等の調整についても行
うことを記載しています。

農業用水等が安定して取
水できるよう、渇水時の
流量を確保して欲しい。

水量が少なく魚等が生息
できない。水量を増やし
て欲しい。

計画規模を超える洪水等
による被害を想定した対
策を
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番号 分類 意見 意見要約 対応 本文記載

すべては身近な自然に目を向けることからはじまると思う。

松浦川水系では在来種のニッポンバラタナゴ等の姿が見られな
くなり、危惧していますが、幸い松浦川本流にはアリアケギバ
チ、オヤニラミ等の魚類が生息しているので、川の流れ等が大
きな変化が生じないことを願っている。

松浦川から唐津湾へ流れこむ水の栄養分が不足しているように
思われる。河川周辺の山の整備と、砂をとめない工夫が欲し
い。
以前のように豊かな自然（フナ・カニ等）が戻り、鳥等もくる
ような川であってほしい。

自然を大切にしてほしい

川幅を広くした（安全・安心の中で）魚や植物の確保

人と動植物との共存共栄であること。

厳木川に魚がいない。魚の住めない川になった。元に戻せ！

死に水の厳木川。魚の住んでいない川。元に戻すこと！

「松浦川の川づくりの方向性」について，具体的な方向性を教
えて欲しい。魚がだんだん少なくなってきているが、それはど
こに原因があるのか。またそれをどのように改善していき、親
しむことが出来るような川にするための方向性や計画を具体的
に教えて欲しい。

今後、河川改修だけじゃなくて、川をいかに豊かにしていくか
ということにしても、また非常に大事になってくるんじゃない
か。そういったことの取り組みについては、具体的には私たち
がどう利用するかということが大事である。

環境･
利用

22
-1

松浦川が流域生態系の重要な場としてその役割を担っている一方
で、河道改修による川の多様性の消失、河川の連続性の分断、氾
濫原的湿地の消失、外来種生物の増加、河口部の環境変化を課題
として挙げられます。
これらを踏まえ、計画案「p95　3.6河川環境の整備と保全に関す
る目標」として、治水・利水との調和を図り、松浦川と流域の
人々との歴史的で文化的なつながりを踏まえて、多様な動植物が
生息・生育する豊かな自然環境を次世代へ引き継ぐよう瀬・淵を
はじめ川の縦断的・横断的なつながりを保全・再生し、動植物の
多様性を確保することとしております。
また、実施にあたっては、計画案「p97-98　4.1.3河川環境の整備
と保全及び河川利用の場の整備」「p111　4.2.3河川環境の整備と
保全及び河川利用の場の整備」に瀬・淵、砂礫河原、河畔林、汽
水域など豊かな自然環境や景観を形成し、多様な動植物の生息・
生育基盤となっているとともに、周辺の自然環境と一体となって
地域の生態系を維持していく上で重要な役割を担っているという
ということを念頭に河川環境の保全・再生を行う必要があること
から、その旨を追加記載し、治水との調和を図りながら、地域住
民及び自治体等と連携し、学識経験者等の意見を聞きながら、動
植物の良好な生息・生育環境を保全します。また、再生が必要と
考えられものについては、先例である「アザメの瀬」での取り組
みを模範にしながら、必要に応じて具体の計画を立案し対策を講
じていきます。
その上で、松浦川の河川環境を向上させるための柱として、計画
案「p111-120　4.2.3河川環境の整備と保全及び河川利用の場の整
備」に以下の６項目を記載しています。
　　①河畔林、瀬・淵、砂礫河原の保全再生
　　②河川の多様性の再生・確保
　　③魚類等の移動からみた河川の連続性
　　④氾濫原的湿地の保全・再生
　　⑤砂質干潟・塩生湿地の保全
　　⑥在来種の保全
これらを念頭におき、具体の保全・再生箇所について、計画案
「p127-128　河川環境の整備と保全及び河川利用の場としての整
備箇所」として記載しています。

動植物の生息・生育環境
の保全・再生を
・魚がたくさんすむ川に
・淵や深みを多く
・魚道の設置を
・シジミが住める川に
・鳥も沢山くるように

Ｐ５４
Ｐ９５
Ｐ９７-
Ｐ９８
Ｐ１１１-
Ｐ１２０
Ｐ１２７-
Ｐ１２８

TC-KOGA
テキストボックス
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番号 分類 意見 意見要約 対応 本文記載

昔の様な魚が沢山いる川に戻して欲しい。今後は、①もっと放
流量を多くして②確実な魚道を設置して③川岸の整備（釣り場
の確保等）し、多くの人が訪れ釣りが楽しめる川に戻してもら
いたい。
外来種、ブルーギル、ブラックバスの駆除、河口のカキ山の問
題、ハママツナの移植計画が何ら進行していない。

シジミが住める川に戻したい。

松浦川は利水、環境、自然学習（水草や魚など）等、重要な生
活環境の１つです。人工的にあまり整備は必要ないと思いま
す。唐津の１つの宝です。

歴史的な河川建造物を生かした自然公園の整備。コンクリート
護岸を自然石にして、魚やカニ、水生生物の住みやすい環境に
する。河川が浅くて魚が少ないので、瀬や深みを多く造ってく
ださい。
自然をこわさない整備を。

河川の中にはえている「木」とか「よし」を除去して頂き、う
なぎとかカニが住める環境にしてもらいたい

駒鳴の旧川部について、現状としては旧河川の方になかなか水
が行かない状況である。もっと水が流れれば良い環境になるの
ではないか。水を流して欲しい。

アザメの瀬の中の散策道に大きな木を植え木かげを作ったら、人も、
魚たちも夏は休めると思う。

そのままでいい。

自然のママ。

環境･
利用

22
-2

松浦川が流域生態系の重要な場としてその役割を担っている一方
で、河道改修による川の多様性の消失、河川の連続性の分断、氾
濫原的湿地の消失、外来種生物の増加、河口部の環境変化を課題
として挙げられます。
これらを踏まえ、計画案「p95　3.6河川環境の整備と保全に関す
る目標」として、治水・利水との調和を図り、松浦川と流域の
人々との歴史的で文化的なつながりを踏まえて、多様な動植物が
生息・生育する豊かな自然環境を次世代へ引き継ぐよう瀬・淵を
はじめ川の縦断的・横断的なつながりを保全・再生し、動植物の
多様性を確保することとしております。
また、実施にあたっては、計画案「p97-98　4.1.3河川環境の整備
と保全及び河川利用の場の整備」「p111　4.2.3河川環境の整備と
保全及び河川利用の場の整備」に瀬・淵、砂礫河原、河畔林、汽
水域など豊かな自然環境や景観を形成し、多様な動植物の生息・
生育基盤となっているとともに、周辺の自然環境と一体となって
地域の生態系を維持していく上で重要な役割を担っているという
ということを念頭に河川環境の保全・再生を行う必要があること
から、その旨を追加記載し、治水との調和を図りながら、地域住
民及び自治体等と連携し、学識経験者等の意見を聞きながら、動
植物の良好な生息・生育環境を保全します。また、再生が必要と
考えられものについては、先例である「アザメの瀬」での取り組
みを模範にしながら、必要に応じて具体の計画を立案し対策を講
じていきます。
その上で、松浦川の河川環境を向上させるための柱として、計画
案「p111-120　4.2.3河川環境の整備と保全及び河川利用の場の整
備」に以下の６項目を記載しています。
　　①河畔林、瀬・淵、砂礫河原の保全再生
　　②河川の多様性の再生・確保
　　③魚類等の移動からみた河川の連続性
　　④氾濫原的湿地の保全・再生
　　⑤砂質干潟・塩生湿地の保全
　　⑥在来種の保全
これらを念頭におき、具体の保全・再生箇所について、計画案
「p127-128　河川環境の整備と保全及び河川利用の場としての整
備箇所」として記載しています。

動植物の生息・生育環境
の保全・再生を
・魚がたくさんすむ川に
・淵や深みを多く
・魚道の設置を
・シジミが住める川に
・鳥も沢山くるように

Ｐ５４
Ｐ９５
Ｐ９７-
Ｐ９８
Ｐ１１１-
Ｐ１２０
Ｐ１２７-
Ｐ１２８
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番号 分類 意見 意見要約 対応 本文記載

川魚のための魚道を整備して遡上させやすくしなけれならない
と思います。

生態系に配慮し育む河川整備と改修が望まれる。特に河川から
水路～水田へのつながりのある整備が必要である。

下水道施設の状態が良くなった現在、小さな小川、溝の床底の
コンクリートは取り除いたら、小魚も増え、子どもの学習にも
なるだろう。

松浦川本流へ流れ込む小さな支流への魚道の設置

現在、徳須恵川水系の大曲地区より桃川のほうに泥を搬入され
ている。十四、五年前に水留よりカワバタ地区に泥が搬入され
たが、それにジャンボタニシがついてきて、大発生しました。
今後発生しないように泥の管理をしてほしい。

私達の子供のころ、松浦川は自然にあふれ、うなぎ、カニ、エ
ビ等取って遊んでいました。現在は外来魚によって、川の生態
系がおかされていますので、外来魚駆除をお願いします。今後
の子供が松浦川に親しみをもてますように。

外来種の駆除、生態系のバランス…、希望を出せばキリがあり
ませんが、国土交通省が出来る範囲でがんばって下さい。

アザメの瀬ではシードバンクをしているが、今どのような植物
が出てきているか。

Ｐ７５
Ｐ１２０

魚道の整備や河川から水
路へのつながりのある整
備が必要。

環境･
利用

環境･
利用

23

外来種生物については、松浦川水系内でも多数の外来種が確認さ
れており増加が懸念されること、また外来生物法での飼育や運搬
の制限や防除、佐賀県条例による禁止事項について計画案「p75
外来生物の増加」に追加記載し、このことから、外来種への対応
については、河川管理者だけでなく地域住民や河川利用者の理解
と協力を得ることが必要であること、住民等に対する広報・啓発
活動や、モニタリングを行うとともに、外来種の侵入、持ち込み
などの未然防止、侵入が予測される場合やすでに侵入したものに
ついての対策等を講じるることを計画案「p120　4.2.3河川環境の
整備と保全及び河川利用の場としての整備　6)在来種の保全」に
記載しています。
また、外来種対策の実施にあたっては、地域住民や市民団体と連
携し効率化に努める旨を、追加記載しました。

魚類等の移動については、魚類等の生息・生育環境に配慮し、河
川を遡上・降下する魚類等が上下流を自由に移動できるよう、堰
等の河川横断工作物には施設管理者と連携し、必要に応じて魚道
を整備すること、河川につながる水路等においても、自治体等と
連携し必要に応じて連続性の確保に努めることを計画案「p95
3.6河川環境の整備と保全に関する目標」に記載しています。な
お、魚道整備の具体的箇所については、「p116-117　4.2.3河川環
境の整備と保全及び河川利用の場としての整備3)魚類等の移動か
らみた河川の連続性」に記載しています。

Ｐ９５
Ｐ１１６－
Ｐ１１７

外来種の駆除をして欲し
い。

24
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番号 分類 意見 意見要約 対応 本文記載

河辺でウォーキングなど散歩コースがあるとよいと思います。

河川敷の遊歩道の整備をお願いしたい。なるべく自然を残して
ほしい。

河川内にある中洲の整備、河床の浚渫及び自然石等の投入を行
い河辺で遊べるような施設の設置をしてほしい。堤水護岸を散
策出来るように整備をしてほしい。

川沿いを散歩できるような整備をしてほしい。（公園的なもの
と一体化）

自然豊かな松浦川でありつづける事を望んでいます。もっと川
面に近寄れる施設が多ければ…と思います。

松浦川の利活用について、唐津から管理道路ができている（山
崎まで）これを何とか利用できないか？簡易舗装でもしていた
だいて、サイクリング、ジョギングなど親しみの持てる利用の
あり方を考えてほしい。
横枕堰より下流，除草がしてあり、良い環境になっている。堰
～浦の川橋にはジョギングとか散歩の人が多いので、是非利用
を考えてほしい。
堤防のジョギング、散策道への利活用

河川堤防の活用（遊歩道など）、横枕井堰上流の水面も活用し
た水辺の楽校（カヌー教室など）

利活用拠点を作り、水辺に近づきやすく、堤防の除草を行い、
子供が親しみやすい様な水辺づくりを望みます。

県の漕艇場の施設をもっと整備して、もっといろんな活動がで
きるようにしてください。

水辺の楽校を上流にもほしい。子供の遊び場を増やしたい。

水辺拠点の設置をどのように考えているのか。

これ以上の堤防整備は止め、学習の場所を拡張すべきである。

環境･
利用

Ｐ８０-
Ｐ８４
Ｐ９５
Ｐ１１１
Ｐ１２１

松浦川は、地域の住民団体等による河川愛護の啓発活動等、河川
を軸とした様々な活動が展開されており、今後、水辺とのふれあ
いの場や河川空間を利用した自然体験や環境学習の場のさらなる
確保が求められており、これらを踏まえ、河川空間の利用に関し
ましては、計画案「p95　3.6河川環境の整備と保全に関する目
標」に流域の人々の生活の基盤や歴史、風土を形成してきた松浦
川のたくさんの恵みを活かしながら、スポーツ・レジャー、自然
とのふれあいや環境学習の場の整備・保全に努めること、また、
河川を通じた地域間交流等を推進し、川と自然とふれあえる親し
みやすい河川空間の維持・整備に努めることを記載しています。
計画案「p111　4.2.3　河川環境の整備と保全及び河川利用の場と
しての整備」に、河川空間を利用した自然体験や環境学習、水
面・高水敷利用などについては、市町村や地域住民等と協議し役
割分担を行い、条件が整ったものから順に整備に取り組むことを
記載しています。
実施にあたっては、松浦川が地域社会に活力を与え、地域および
地域間のコミュニティの形成につながる重要な存在であることを
再認識し、沿川の歴史、文化や「まちづくり」と調和した快適な
河川空間の整備を地域と協働し進めます。
実施までの具体的な進め方としては、河川管理者や地方公共団
体、地域住民等各主体の多様な関わりを再認識し、情報の共有を
通じてお互いの理解を深め、日常的な意見交換のレベルから議論
を行い、合意を形成するレベル、さらに地域住民等が整備や管理
の一部を担うレベルまで、多様な主体によるパートナーシップの
仕組み作りから取り組み、合意を形成するプロセスを重視して計
画を立案していきます。
なお、具体の整備内容については、水辺や河川敷等に近づきやす
くするための護岸や階段、スロープ、自然観察路、河川学習施設
及び管理用通路を利用したサイクリングロードなどを考えており
まして、計画案「p121「１）人と川のふれあいに関する施策の推
進」に記載しております。
ここで、地域の方々の意見として多く寄せられた「堤防等を利用
したサイクリングロード」について、追加記載しました。

散策、サイクリング、
ジョギングなど、住民が
日常生活の中で川を利用
できるような整備や拠点
の整備をしてほしい。

25

TC-KOGA
テキストボックス
 16



番号 分類 意見 意見要約 対応 本文記載

親水公園横せせらぎ川の整備。子供の遊べる水遊びの出来る様
にしていただきたい。

親水公園を何とか再生させたいと松浦町民一同考えておりま
す。どうぞお力をお貸し下さい。

桃川親水公園のせせらぎ川について、川底が浅いため通常時は
ほとんど水が流れていない。また、洪水時は土砂とゴミが流れ
込み、堆積している状況である。水路を深めて川幅を広くし
て、子供達が遊べるような整備をして欲しい。

中之島について、竹が多く生えており、今年の春に半分ぐらい
切ったが、現在またもとの状態になってしまっている。あそこ
で子供たちが遊べるようにするために、河畔林とか竹を伐採
し、遊歩道などの整備をして欲しい。

渇水のことについて、前年は洪水もあり、水が豊富だった。町
切堰の魚道に水がのっかっていない。観音橋から上流も魚が遡
上していない。魚道の整備は考えているのか。町切堰の形状が
悪いため、洪水時に流れを阻害している。渇水時に水が乗るよ
うに改良できないのか。（魚道の点検）

水辺の楽校の看板を国道から見えるところに設置してほしい。

樋門が河童に似ているので色を塗っていただけないか？

水辺の楽校を示す看板（サイン）やトイレなどがない。

環境･
利用

26 人と川のふれあいに関する整備を行った箇所については、市民団
体等と連携した「川の通信簿」による点検や地域の実情に精通し
た公平な立場にある学識経験者等に指導や助言をいただく等、継
続的にモニタリングを実施し、必要に応じて手直し等を行いま
す。また、全川にわたって、松浦川の河川空間を快適に利用でき
るよう整備された各種施設等の機能が確保されるよう、関係機関
や流域住民等と連携し、適正に維持管理を行っていきます。
これらについて、計画案「p121-122　4.2.3(2)河川空間の整備と
適正な利用」「p144　4.3.3(3)河川空間の適正な利用」に記載し
ています。ここで、全川にわたって、松浦川の河川空間を快適に
利用できるよう整備された各種施設等の機能が確保するため、関
係機関や流域住民等と連携し、適正に維持管理を行うことを追加
記載しました。

Ｐ１２１－
Ｐ１２２
Ｐ１４４

水辺の楽校整備箇所等、
既往施設については点検
を行い、改善してほし
い。

TC-KOGA
テキストボックス
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番号 分類 意見 意見要約 対応 本文記載

昔は泳げた。今は汚くて泳げない。

松浦川が昔のように遊べるような川になって欲しい。

子供達の水遊びのできる松浦川

子供達と共に河川内で水遊び・水泳等が出来る環境が希望。

子供達には川には近づかないようにと指導していましたが、大
人が安全面に気をつけて親しみのある河川になればよい。

人と川のふれあいとはどのような整備を考えているのか？

川の近くで子供が遊べるように整備。

もっと川で遊びやすくしてほしい。

子供たちが安全に水に親しめる様な川づくりをお願いします。

松浦川の歴史、状況が分かりやすく展開してあり、良かった。
河川敷での活用を幅広く多くの方が利用できるように！

子供達は大堰で遊ぶ川を奪われています。是非遊ぶ川を作って
下さい。

子供達が遊べる川づくりをお願いします。昔は川で遊べること
が唯一の楽しみでした。川と共に活きる喜びを与えて下さい。
整備計画の実現を期待しています。

上流の湛水区間について、ボートなど家族で親しめる場になる
のではないか。

厳木川横枕井堰付近魚を養殖して釣りが親子で楽しく出来たら
よいと思う。

親水公園の件で，子供達が描いた公園が出来れば，その思いが
将来に受け継がれ，親しまれると思うため，是非整備をして欲
しい。

環境･
利用

27 川遊びなど川と親しめる
ような取り組みを行って
欲しい。

Ｐ９５
Ｐ１２４

河川空間の利用に関しましては、流域の人々の生活の基盤や歴
史、風土を形成してきた松浦川のたくさんの恵みを活かしつつ、
スポーツ・レジャー、自然とのふれあいや環境学習の場の整備・
保全に努めます。また、河川を通じた地域間交流等を推進し、川
と自然とふれあえる親しみやすい河川空間の維持・整備を目指し
ます。
これらについて、計画案「p95　3.6河川環境の整備と保全に関す
る目標」に記載しています
このことから、地域の方々が川と健全に向きあうことができるよ
う、川遊びや水生生物調査、地域の行事、環境学習など水辺の自
然体験活動等の機会を提供していくとともに、これからの自然体
験活動の指導者育成、将来の地域を担う子供達への環境学習への
積極的な支援など、松浦川への関心を高めてもらうための活動を
行う旨を計画案「p124　川に親しむ取り組み」に記載していま
す。

TC-KOGA
テキストボックス
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番号 分類 意見 意見要約 対応 本文記載

松浦川河川敷に、今のところ樹木とか植えてないので、松浦橋
からながめた時、桜の木など植えたらとてもよい景観になると
思う。水面に浮かぶ桜並木はとても圧感だと思うがいかがだろ
うか。
松浦川河川に1年中 季節の花を咲かせ、唐津を訪れる人は勿
論、多くの老若男女が花に誘われ、写真撮影や絵画を楽しむ光
景を想像します。管理は地域の協力が必要ですが法的に許され
るのであれば貴事務所で検討をしていただきたい。

河川堤防に河川林を植えてもらいたい。例：桜や柳など河川林
があれば憩いの場にもなります。

右岸左岸に桜、もみじを植樹し、厳木～相知間の川下りを考え
て下さい。維持管理は住民にお願いする。

毎日堤防を散歩しています。横枕井堰周辺に桜の木を植栽でき
ないですか？

唐津の美しい風景にも大いに寄与していると思います。松浦橋
から鏡山を臨むながめの美しさを見るたびに、よその遠いとこ
ろへ旅行なんか行かなくても、充分だと思っています。

土井地区に是非、多くの人々が集い、水辺に親しめる公園を
創って下さい。

土井地区の環境整備の考え方として、自然環境を残し、小学
校・中学校の生徒が学習できる場所として利用される様な親水
公園を作るべきだ。

大堰でせき止められて昔のような川の感じを感じられないと思
う。川が目の前にしてあるが、なかなか利用できない、危な
い、寄り付きがたいような場所になっているので、川をきれい
にしてみようということで川辺の会を結成して、子供たちにも
川のよさを味わってもらいたいので、よろしくお願いしたい。

川辺の会で土井地区の環境整備計画を検討中。10月に旧河川の
実態調査をしたが、現在のままではうっそうとしていて人が入
れない。
昔松浦川は私たちの生活にとけ込んでいたが，今は子供達も含
め，川とふれ合う事はなく，「川＝危険」という認識がある。
土井地区に環境整備されるのであれば，親水公園や散歩道な
ど，川と親しめる整備をして欲しい。

川辺の会を今年発足し、現在月に１回ぐらい勉強会をやりなが
ら検討しています。来年度から本格的にお願いしながら、勉強
会をしていきたいと思っているので，予算化をできるだけ早く
お願いしたい

環境･
利用

環境･
利用

28

29 Ｐ１１１
Ｐ１２１-
Ｐ１２２
Ｐ１２７-
Ｐ１２８

Ｐ８７-
Ｐ８８
Ｐ９５
Ｐ９７
Ｐ１２５-
Ｐ１２６

松浦川の美しい風景を生
かせるような川づくりを
してほしい。

松浦川には、自然の営みによって形成された河川景観に加え、流
域の歴史・文化と関わりが深い河川景観が存在し、それらに調和
した河川整備が求められていることを計画案「p87-88　2.3.3河川
景観」に記載しています。
これを踏まえ、計画案「p95　3.6河川環境の整備と保全に関する
目標」「p97　4.1.3河川環境の整備と保全及び河川利用の場とし
ての整備」「p125-126　(3)河川景観の維持・形成」において、良
好な景観の維持・形成については、松浦川の流れが織りなす良好
な河川景観の保全を図るとともに、中上流部は田園風景と調和し
た河川景観、河口部は歴史・文化との関わりが深い唐津城と調和
した河川景観の保全に努めること、また、藩政時代に築造された
井堰等の歴史的構造物についても保全に努めることを記載してい
ます。

具体の整備箇所として、「計画案p127-128　河川の多様性の再
生・確保に努めるとともに、川と人のふれあいの場を整備しま
す」と記載しています。
実施にあたっての考え方としては、計画案「p111　4.2.3河川環境
の整備と保全及び河川利用の場としての整備」において、整備し
た後も地域に愛される場所となるよう、自然体験や環境学習、水
面・高水敷利用など、市町村や地域住民等と協議し役割分担を行
い、条件が整ったものから順に整備に取り組むことと記載してい
ます。
実施までの具体的な進め方としては、河川管理者や地方公共団
体、地域住民等各主体の多様な関わりを再認識し、情報の共有を
通じてお互いの理解を深め、日常的な意見交換のレベルから議論
を行い、合意を形成するレベル、さらに地域住民等が整備や管理
の一部を担うレベルまで、多様な主体によるパートナーシップの
仕組み作りから取り組み、合意を形成するプロセスを重視して計
画を立案することを計画案「p121-122　１）人と川のふれあいに
関する施策の推進」に記載しています。

土井地区の旧川部を利用
し、川と親しみながら環
境学習ができる場の整備
をしてほしい。

TC-KOGA
テキストボックス
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番号 分類 意見 意見要約 対応 本文記載

大黒井堰については、親水のいい場所になるんじゃないかなと
思っています。私たちが今後具体的にどういうふうにしようと
するのか、そういうことを詰めていきたい。

中之島の土地の活用について、記念碑の字が読めるような環境
づくりをして欲しい。

大黒井堰の下流は非常に浅く、子供達の遊び場に適している。
わざわざ親水公園にしなくても自然の状態で子供達が遊べるの
ではないか。

旧貯木場跡地公園（唐津市）付近への集中的な水際アクセスの
整備！！（親水公園としての）

東町の所まで堤防を続けて自転車道にしてください。高校生が
朝の車の多いときに裏道があれば安全です。単一の工事でなく
総合的に計画してください。

唐津大橋下の干潟になるところで生物観察会を行ったが、そこ
の護岸が滑りやすいため、階段などがあればいいと思う。

環境･
利用

30

31 Ｐ１１１
Ｐ１２１-
Ｐ１２２
Ｐ１２７-
Ｐ１２８

Ｐ１１１
Ｐ１２１-
Ｐ１２２
Ｐ１２７-
Ｐ１２８

具体の整備箇所として、河口部については、河口部周辺につい
て、人と川がふれあえるような整備が必要であることから、整備
箇所範囲を変更して、計画案「p127-128　人と川とのふれあいの
場を整備する」と追加記載しました。
実施にあたっての考え方としては、計画案「p111　4.2.3河川環境
の整備と保全及び河川利用の場としての整備」において、整備し
た後も地域に愛される場所となるよう、自然体験や環境学習、水
面・高水敷利用など、市町村や地域住民等と協議し役割分担を行
い、条件が整ったものから順に整備に取り組むことと記載してい
ます。
実施までの具体的な進め方としては、河川管理者や地方公共団
体、地域住民等各主体の多様な関わりを再認識し、情報の共有を
通じてお互いの理解を深め、日常的な意見交換のレベルから議論
を行い、合意を形成するレベル、さらに地域住民等が整備や管理
の一部を担うレベルまで、多様な主体によるパートナーシップの
仕組み作りから取り組み、合意を形成するプロセスを重視して計
画を立案すること計画案「p121-122　１）人と川のふれあいに関
する施策の推進」に記載しています。

具体の整備箇所として、計画案「p127-128　人と川のふれあいの
場を整備するとともに、歴史文化に根ざした川づくりに取り組
む」と記載しています。
実施にあたっての考え方としては、計画案「p111　4.2.3河川環境
の整備と保全及び河川利用の場としての整備」において、整備し
た後も地域に愛される場所となるよう、自然体験や環境学習、水
面・高水敷利用など、市町村や地域住民等と協議し役割分担を行
い、条件が整ったものから順に整備に取り組むことと記載してい
ます。
実施までの具体的な進め方としては、河川管理者や地方公共団
体、地域住民等各主体の多様な関わりを再認識し、情報の共有を
通じてお互いの理解を深め、日常的な意見交換のレベルから議論
を行い、合意を形成するレベル、さらに地域住民等が整備や管理
の一部を担うレベルまで、多様な主体によるパートナーシップの
仕組み作りから取り組み、合意を形成するプロセスを重視して計
画を立案することをします。計画案「p121-122　１）人と川のふ
れあいに関する施策の推進」に記載しています。

大黒井堰周辺を川と親しみ
ながら歴史が学べる場の整
備をして欲しい。

松浦川河口部において、
人と川がふれあえるよう
な整備をしてほしい。

環境･
利用

TC-KOGA
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番号 分類 意見 意見要約 対応 本文記載

32 環境･
利用

河口域でハママツナの移植をされているが、その移植の範囲を
どれくらいまでやっていただけるのか。カキ礁について貝類の
専門家の人に見てもらったが、全国にあるカキ礁とはちょっと
違う形のものじゃないかと言われた。できれば、そういう貝類
の専門の方を呼んで、もう一度、このカキ礁の特性を調べてい
ただいたほうがいいんじゃないかなと思う。

動植物の生息・生育状況
に関するモニタリングを
継続的に実施してほし
い。

計画案「p142　4.3.3(1)動植物の生息・生育環境の保全」に動植
物の生息・生育状況のモニタリングについては、河川水辺の国勢
調査の継続的実施や地域住民と連携した水生生物調査などの実施
など河川特性や動植物の生息・生育状況に関するモニタリングを
継続的に実施することを記載していますが、更に、河道掘削等に
より、大規模な改変が生じる箇所や魚道等を整備した箇所におい
ては、必要に応じて追跡調査を実施するなど、その影響や効果の
把握に努める旨を追加記載しました。
特に、松浦川河口域は広大な水面を有し、水面は鳥類の休息の場
となり、干潮時に出現する砂質干潟は希少種であるハクセンシオ
マネキ等の生息場になっているなど良好な環境を有している河口
域ですが、一方で市街化の進展に伴う水質の悪化や河川改修、砂
利採取等によって川の物理環境や生態環境が変化してきていま
す。このため、学識経験者等の意見を聞きながら、継続的に流れ
や水質、カキ礁の分布調査等を実施し、必要に応じて対策を講じ
ていくことを計画案「p119　4.2.3　5)砂質干潟・塩生湿地の保
全」に記載しています。

Ｐ１１９
Ｐ１４２

生活排水がそのまま流れ込まず、きれいな水で子供が遊べる川
であってほしい。

水質浄化

北波多は徳須恵川を生活用水として使っているので、とにかく
川を美しくしてもらいたい。特に徳須恵付近の汚れがひどいと
思われるのでなんとかならないか。

水質・底質の浄化を行うべきである。

水質向上の為の施策（小さい堰、植物、汚濁向上機器の設置、
下水道工事の向上、上流他市への働きかけ）

生活用水の水質浄化。川の水質を見る限り飲む気がしない。

河川内水質浄化を進めて頂きたい。水質が悪い。

子供が安心して水遊びできるよう、水質の改善を望む。

安全安心出来る水質にする汚染対策を推進してほしい。

もっともっと水質が良くなればと思います。

徳須恵はカヌー教室をしているが、大腸菌群数も多いと聞いて
おり、衛生面を考えるべき。

相知町産廃施設と松浦川河川水の状況変化、留意点など係数的
に知りたい。子孫の為に。

環境･
利用

33 Ｐ７７-
Ｐ７９
Ｐ１４３

水質に関しては、松浦川全体を通して環境基準値を維持していま
すが、今後も流域全体で良好な水質の保全に努めることを計画案
「p77-79　2.3河川環境の現状と課題⑥水質」に記載しています。
河川及び厳木ダムの水質調査の定期的・継続的実施、厳木ダムの
水質監視、佐賀県及び市等との水質改善へ向けた啓発活動及び水
質事故発生時の対応等についての連携強化、地域住民の関心を高
めるための水質調査、水質保全に関する啓発、情報交換、連携の
強化などの対策を計画案「p143　4.3.3(2)水質の保全」に記載し
ています。

水質の浄化対策や発生源
対策が必要。

TC-KOGA
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番号 分類 意見 意見要約 対応 本文記載

松浦川から揚水機場で上場のほうに揚げているが、何月ごろに
どのくらいあげているのか。また，潮止めする必要がないので
あれば、開けて昔の松浦川がどうであったのかなど見てみた
い。
松浦大堰を定期的に開いて流す方法はないのでしょうか？利水
と環境についても一考をおねがいしたい。

支流の徳須恵川、水が澱んで川底にヘドロの堆積が考えられ
る。大潮の干潮時に松浦大堰のゲートを上げて大きく水流を起
こしヘドロ類を運搬させて貰いたい。

松浦大堰のゲート開放を計画的に月に一度、大潮干潮時に実施
し、堆積した有機物、ヘドロの流水による運搬除去をしてほし
い。

河川管理上の為か、堤防天端への第３者立ち入り禁止（車の乗
り入れ）柵が設けられている箇所があるが、人と河川とのふれ
あい創出第一歩のためにも解放を

十四、五年ぐらい前から松浦川のほうでボートを使った魚釣り
をしており、西九州道路の橋桁からボートをおろしています
が、去年よりの工事で、現在段差がついており、車がおろせな
い状況となっている。工事が終わり次第元に戻してもらいた
い。
不法投棄の強化

山本の坊中川との合流点に付近にごみが埋まっている。調査を
実施し、環境面からもあの辺を整備をしていただきたい。

私は川が大スキです。いつも遊んでいるので、キレイにして下
さい。

汐止めのところ、上の方から上流の方から物が流れて来る～ゴ
ミを上げる。

流木やゴミ等があって整理したくても水際までおりていけな
い。これでは河川に親しむ事が出来ない。

町切地区が整備予定ですが長部田地区への頭首工があります。
ゴミ等が集積されて管理が大変です。改良の折、どうにかなら
ないものでしょうか。

河原橋の桁のところにあくぞがつく。大水のときに両脇流れて
いくようにできないか。（三角の板のようなもの）

Ｐ７７-
Ｐ７９
Ｐ１４３

環境･
利用

Ｐ８５
Ｐ１４５

松浦川の流域に捨てられたゴミは、洪水等により支川及び排水路
等を通じて松浦川に流入することから、下流部や海岸部では多量
のゴミの処理に労力と費用を要しているとともに、河川利用や漁
業、舟運等の支障になってることを計画案「p85　2.3.2(2)河川に
流入、投棄されるゴミ等」に記載しています。
このことから、河川に流入、投棄されるゴミ等を減らすため、地
域住民及び企業等の参加による河川美化・清掃活動を自治体と連
携して支援し、美化意識の向上を図ります。また、河川区域内へ
のゴミの不法投棄については、未然防止を図るとともに、関係市
町村や警察と連携し対処します。
また、洪水時に流下するゴミや流草木については、塵芥処理等を
継続するとともに、自治体及び施設管理者との連携を深め、河川
への流出量の削減に努めます。これらについて、計画案「p145
4.3.3　河川環境の整備と保全に関する事項　(4)河川に流入、投
棄されるゴミ等の対策」に記載しています。

河川空間の適正な利用に関しては、治水、利水及び動植物の生
息・生育環境、河川景観との調和を図り、松浦川の魅力を向上さ
せるよう、河川の特性や地域の特性、利用状況等に応じた適正な
河川利用の促進に努めること、また適正な利用がなされるよう必
要に応じて利用者や関係機関、地元住民等と調整し、ルール作り
を行うことを計画案「p144　4.3.3(3)河川空間の適正な利用」
に、記載しています。

環境･
利用

環境･
利用

36

35

34

Ｐ１４４

水質に関しては、松浦川全体を通して環境基準値を維持していま
すが、今後も流域全体で良好な水質の保全に努めることを計画案
「p77-79　2.3河川環境の現状と課題⑥水質」に記載しています。
河川及び厳木ダムの水質調査の定期的・継続的実施、厳木ダムの
水質監視、佐賀県及び市等との水質改善へ向けた啓発活動及び水
質事故発生時の対応等についての連携強化、地域住民の関心を高
めるための水質調査、水質保全に関する啓発、情報交換、連携の
強化などの対策を計画案「p143　4.3.3(2)水質の保全」に記載し
ています。
なお、松浦大堰の目的として、塩害の防止が含まれており、松浦

大堰の常時開放は困難です。なお、流量が300m3/s以上になると松
浦大堰の全ゲートを全開操作しており、洪水時は通常の河道状態
となっていることからも、今後とも引き続きモニタリングを継続
していくこととしています。

河川空間や水面利用が快
適に出来るよう利用促進
やルール作りをおこなっ
てほしい。

流木やゴミなどの対策を
して欲しい。

水質改善のため、松浦大
堰を定期的に開け、土砂
や有機物を運搬除去して
ほしい。

TC-KOGA
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番号 分類 意見 意見要約 対応 本文記載

「雑草や樹木が生い茂って、汚水が流れこんで濁った川」。そ
んな川には絶対にしてほしくない。住民が誇れる美しい川にし
てほしい。治水のために人工物を構築するのも分かるが、財源
がない中であまり無理はしないでほしい。その分、浄化・美化
につぎこんだ方がいいと思う。

ゴミが横枕堰に流れ着き、処理が大変である。このゴミは、捨
てられたゴミではなくて、農業用のものも台風時には多い。こ
の辺の対策は、風に飛ばされないとかそういうものも考えてい
かなければならない。

松浦川をきれいにする取り組みをたくさんしましょうよ。

堤防等が整備されながらも、自然豊かで、地域（人）と川とが
ふれあえる厳木川である様に、住人達も意識して河川美化に努
めたい。

環境と防犯防災の関係について（例：美しい川では犯罪は起き
にくい。目の行き届かない場所では、違法な事が起きやすい）
等の研究

干潮時に松浦橋の上から見て下さい。多量のビニール袋等があ
り、バスで通る私は心苦しく、観光バスでこられる方々は、こ
れを観られて、唐津の環境問題をどう感じていらっしゃるか。
建物だけじゃなくこういう所も目を向けてほしい。一市民とし
て切望します。

美しい川にするための活動

いろんな人々が訪れる美しい川にするための活動

河川の堤防出入り口付近に不法投棄と併せてマナーアップを促
す看板の設置を検討頂ければとお願い致します。

川に対して物の投げ込みをしないこと

河川敷地内の除草を地区ごとに依頼し河川愛護意識向上に努め
てもらいたい。

ゴミなど、拾ったらいいと思う。

町で、川の草をむしるなど、清掃活動をしたらいいと思いま
す。

もっと町の人たちに呼びかけてほしい。ゴミを捨てたりする
と、私達の未来が心配です。地球を救おう！！！

大雨増水後の川岸の清掃を

草刈りと同時にゴミ（空き缶、ポリ容器）の片づけも

定期的ゴミ収集を

38 環境･
利用

河川に関する工事・作業時に従事者が空き缶、ポリをそのまま
にしているケースが多々見受けられる。

環境保全に対する意識向
上が必要。

武雄河川事務所では、環境ISOを導入し、環境保全に対する意識向
上に努めています。河川事業を推進する過程での措置や河川管理
行為に対する措置において、継続的に地球環境と河川環境への負
荷の回避・低減を図っていくことから、計画案「p98　4.1.4河川
整備の実施に関する基本的な考え方」、「p146　4.3.3(5)河川管
理者としての総合的な取り組み」に記載しています。

Ｐ９８
Ｐ１４６

環境･
利用

環境･
利用

37 河川美化に関しては、河川愛護団体や自治体、国、県のそれぞれ
で役割を分担・連携し、地域活動・地域コミュニティーによる河
川美化や維持管理に対する取り組みを推進します。
取り組みの推進にあたっては、全国的に展開されている「ラブリ
バー制度」による河川美化活動やアドプト・プログラム制度によ
る河川管理などを参考にして、地域活動・地域コミュニティによ
る河川美化や維持管理に関する取り組みを促進していきます。
これらについて、計画案「p145　4.3.3　河川環境の整備と保全に
関する事項　(4)河川に流入、投棄されるゴミ等の対策」に記載し
ています。

河川美化に関しては、河川愛護団体や自治体、国、県のそれぞれ
で役割を分担・連携し、地域活動・地域コミュニティーによる河
川美化や維持管理に対する取り組みを推進します。
取り組みの推進にあたっては、全国的に展開されている「ラブリ
バー制度」による河川美化活動やアドプト・プログラム制度によ
る河川管理などを参考にして、地域活動・地域コミュニティによ
る河川美化や維持管理に関する取り組みを促進していきます。
これらについて、計画案「p145　4.3.3　河川環境の整備と保全に
関する事項　(4)河川に流入、投棄されるゴミ等の対策」に記載し
ています。

Ｐ１４５

Ｐ１４５住民が誇れる美しい松浦
川にするため河川愛護活
動が必要。

住民が誇れる美しい松浦
川にするため河川愛護活
動が必要。
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番号 分類 意見 意見要約 対応 本文記載

川の水は、上流の森林によって支えられている。下流に住む人
に対する認識の向上と下流に住む人が何か支援する仕組みが出
来ないか。

松浦川水系の河川整備計画も年々出来上がってまいりました。
半田川、宇木川もその一部と思っていますが半田川まつり等川
を愛する地区です。整備の方もよろしく。

40 連携・
協働

堤防の草刈りはありがたいが、国管理と県管理の境界刈り残し
は何故？

水系一貫の河川管理をし
てほしい。

堤防をまちづくりの視点でとか、利活用など地元が盛り上がっ
てきたところでどのような手順で行っていけばよいのか。

河川環境や利活用整備は地元意見を尊重し整備を進めてほし
い。

行政のみに頼るだけでなく、住民の意識改革（甘えの心）が必
要である。住民が自ら解決する力が殆どない現状を優之ていま
す。

協力出来るとうれしいです。

43 連携・
協働

毎年小学校の依頼により、蛍の観察と生育についての指導、ま
た上学年では川の水の検査（生物学的なベック津田法）で学習
させています。川の中の宝は小さな虫（石の裏など）の観察で
す。

将来の地域を担う子ども
たちへの環境学習が必要

今後の川づくりを進める上で、川遊びや水生生物調査、イベン
ト、環境学習などの自然体験活動等の機会を提供し、地域の将来
を担う子供達への環境学習を積極的に支援します。また、自然体
験活動等の指導者育成・発掘に関しても、積極的に取り組みま
す。計画案「p150　5.2地域の将来を担う人材の育成・発掘」に記
載しています。

Ｐ１５０

連携・
協働

連携・
協働

連携・
協働

42

39

41

治水・利水・環境全ての分野において、河川単独での取り組みで
はなく、流域として捉えた中での河川の位置づけ、役割を再認識
しつつ流域一体となった取り組みが必要であり、地域の防災力の
向上、河川の水質改善等、様々な取り組みにあたって、従来の河
川行政の枠組みを超え、関係行政機関、県、市及び地域住民、住
民団体等の多様な主体が連携、さらには協働出来るよう取り組む
こととしております。
流域全体を視野に入れた取り組みを実施するにあたっては、ＰＤ
ＣＡサイクルの手法を用いて、これまで実施してきた取り組みを
適切に評価、改善する旨、計画案「p147　5.人と人とのつながり
で築く松浦川」を追加記載しました。

Ｐ１４７

Ｐ１４８－
Ｐ１４９

住民・行政が協働して川
づくりを考えるべき。

松浦川を良好な状態で後生に引き継ぐため、関係機関、佐賀県、
関係市はもとより、広く地域住民、市民団体等の多様な主体が連
携、さらには協働できるよう取り組むこととし、人と川の交流の
場の保全・再生を図るとともに佐賀水ネットの連携強化や新たな
情報ネットワークを形成するなど、流域連携の向上を支援する
旨、追加記載しました。
また、流域連携が向上されるよう、情報共有、防災学習、環境教
育等の充実を図るとともに河川愛護の啓発活動等の実施により、
住民との協働による松浦川づくりを推進する旨、計画案「p148-
149　5.1関係機関、地域住民との連携・協働」に追加記載しまし
た。

河川改修や環境・利活用
整備は、地元意見を尊重
して整備を進めてほし
い。

流域全体を視野に入れた
川づくりを行ってほし
い。
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番号 分類 意見 意見要約 対応 本文記載

事務所のPRのやり方は？

きれいで安全な川を守るために、個人レベルでもできることを
具体的に皆が考え、実行できるよう、公共機関を通じてアピー
ルして頂きたいと思います。

馬ン頭伏せ越しの歴史的遺産をもっとアピールしてほしい。

昨年より佐里地区内にホタルが多く舞う様になりました。

子供や老人のみんなが読みやすいように、漢字を少なくする。
又、読みふりがなをつける。専門用語が多すぎて判りづらいと
思う。頁数は少なくてもいいと思う。

この計画が実現することによって、何がどのように良くなるの
か、その将来像を分かり易く（視覚的）表現してもらえると、
より理解が深まるように感じます。

上記のアンケートをやっていたら、何を書きたいのか忘れてし
まいました。もっと自由に！白いキャンパスに絵を画く様なア
ンケートをたのみます。

アザメの瀬に行ったことがないので、行ってみたい。ホーム
ページも楽しみにしています。

松浦川（旧河川）駒鳴の将来の方向付けを出来ましたら知らせ
てほしいと思います。

徳須恵のところはにごっていて、よどみがない。有機物、ヘド
ロのほうがたまっているのではないか。溶存酸素量が少ないの
ではないか？大腸菌群数などの正確な数字を教えてほしい。

防災するにしても人が川を大事に思えるような物にしたほうが
いい。

情報発信、歴史・文化関係、明治・大正・昭和生活物品の保存、平成
充分伝える我々の生を大切に

連携・
協働

連携・
協働

44

45

住民の関心を高める取り組みとして、川に一番身な存在である地
域の声に耳を傾け、知識を吸収し、適切に計画に反映・実践して
いくことが必要であると考えています。このことは長期的な視点
から見ても、地域による河川管理につながることにもなると考え
ます。
松浦川中流部で現在も継続中の「アザメの瀬」では徹底した住民
参加による地域との対話をはじめ、合意形成に至るまでのプロセ
スを大切にした川づくりを展開中です。
今後の川づくりにおいても、アザメの瀬での取り組みを模範とし
ながら、川づくりを進めていくこととしており、その旨、計画案
「p151-152　5.3地域住民の関心を高めるための取り組み」に追加
記載しました。
また、松浦川の特性、風土、文化を踏まえ、「松浦川らしさ」を
活かした河川整備を進めるため、ホームページ・広報誌やラジ
オ、テレビ、新聞などのメディアを利用して広く情報提供し、住
民との合意形成に向けた情報の共有化、意見交換会の場づくりな
ど、関係機関や地域住民との双方向コミュニケーションを推進し
ていきます。

Ｐ１５１－
Ｐ１５２

川のアピールをうまくわ
かりやすくしてほしい。
また、わかりやすい情報
を提供して欲しい。

川を大切に思えるように
してほしい。

TC-KOGA
テキストボックス
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番号 分類 意見 意見要約 対応 本文記載

イベントを数多くしてほしい。

川魚の放流計画をして実施して下さい。

今から１７年前ぐらいに全部農地になった場所（上場？）に土
地があり、松浦川の水を引き込んで農地として利用していた
が、現在は農地として利用していない。その水を利用したいの
だが、飲料水として利用できるのか？松浦川の水の質が全国の
川の質に比べてどの程度の質なのか。

徳須恵川の堤防拡幅、整備に伴う計画で石志地区の農業用水の
給水施設の移転の計画年の開示をして欲しい

私は昭和２３年９月発生した大水害の時松浦川橋梁（鉄道）を
担当した者です。当時の状況がどうであった、その後の対策は
どうなされた、おたずねしたいとおもいます。

平野川の水門の工事はいつになるのか。

石坂橋まで堤防を繋いで欲しい。

連携・
協働

連携・
協働

46

47

住民の関心を高める取り組みとして、川に一番身な存在である地
域の声に耳を傾け、知識を吸収し、適切に計画に反映・実践して
いくことが必要であると考えています。このことは長期的な視点
から見ても、地域による河川管理につながることにもなると考え
ます。
松浦川中流部で現在も継続中の「アザメの瀬」では徹底した住民
参加による地域との対話をはじめ、合意形成に至るまでのプロセ
スを大切にした川づくりを展開中です。
今後の川づくりにおいても、アザメの瀬での取り組みを模範とし
ながら、川づくりを進めていくこととしており、その旨、計画案
「p151-152　5.3地域住民の関心を高めるための取り組み」に追加
記載しました。
また、松浦川の特性、風土、文化を踏まえ、「松浦川らしさ」を
活かした河川整備を進めるため、ホームページ・広報誌やラジ
オ、テレビ、新聞などのメディアを利用して広く情報提供し、住
民との合意形成に向けた情報の共有化、意見交換会の場づくりな
ど、関係機関や地域住民との双方向コミュニケーションを推進し
ていきます。

Ｐ１５１－
Ｐ１５２

松浦川の水量や水質、施
設、工事計画等の情報を
提供してほしい。

イベントをしてほしい。

TC-KOGA
テキストボックス
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